
‐26‐ 

１－７１－７１－７１－７    公共交通動向公共交通動向公共交通動向公共交通動向    

 

[データ解説] 

・鉄道は、ＪＲ羽越本線が運行されており、南北方向の基幹的公共交通路線（１日 30 本以上

の運行頻度、概ねピーク時３本以上に相当）としての役割を果たしています。 

・バスは、路線バス（中条営業所－新発田営業所間）が運行されていますが、その運行本数は

いずれも１日あたり片道４本（平日のみ）となっており、低頻度の運行回数となっています。 

・路線バスに代わる公共交通機関としてデマンドタクシー「のれんす号」が運行されています。 

 

図 1-7-1 鉄道・バスの運行状況 

資料：JR 東日本ホームページ、新潟交通観光バス株式会社ホームページ 

●●●●鉄道鉄道鉄道鉄道は、南北方向は、南北方向は、南北方向は、南北方向のののの基幹的公共交通路線基幹的公共交通路線基幹的公共交通路線基幹的公共交通路線として機能。として機能。として機能。として機能。    

●●●●路線バスから路線バスから路線バスから路線バスからデマンドタクシーによるデマンドタクシーによるデマンドタクシーによるデマンドタクシーによる対応対応対応対応に移行に移行に移行に移行。。。。    

方向 平日 土曜 休日
合 計 (本/日) 30 32 33
ピーク時 (本/時) 4 3 4
日中平均 (本/時) 1.5 1.6 1.7
合 計 (本/日) 28 30 31
ピーク時 (本/時) 3 4 4
日中平均 (本/時) 1.6 1.7 1.7

■　〔JR〕羽越本線　中条駅
分類

下り

上り

方向 平日 土曜 休日
合 計 (本/日) 20 19 20
ピーク時 (本/時) 3 2 3
日中平均 (本/時) 1.1 1.1 1.1
合 計 (本/日) 18 18 18
ピーク時 (本/時) 3 3 3
日中平均 (本/時) 1 1 1

■　〔JR〕羽越本線　平木田駅
分類

下り

上り

■路線バス 

（中条－築地－新発田線） 

平日８便（片道４便） 

土日祝日は運休 

■デマンドタクシー「のれんす号」 

（市内全域） 

各方面にほぼ１時間に１便 

中心市街地は各方面に 

１時間に１便、計３便 
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■■■■デマンドタクシーデマンドタクシーデマンドタクシーデマンドタクシー「「「「のれんす号」についてのれんす号」についてのれんす号」についてのれんす号」について    

胎内市では、年々進む高齢化に伴い、外出に不便を

感じる交通弱者が多くなっていること、従来の路線バ

スではニーズに適応できず利用者が激減しているこ

となどを踏まえ、平成 20 年９月に「胎内市地域公共

交通総合連携計画」を策定し、平成 21 年４月からは

新たな交通手段として予約制乗合方式のデマンドタ

クシーの運行を実施してきました。 

 

    

①ドア toドア方式 

出発地から目的地に直接向かうことができるため、従来の路線バスでは成し得なかった

きめ細かいサービス提供が可能となっています。そのため、特に高齢者等、交通弱者とい

われる方の利用が増えてきました。 

②発着地の自在性 

運行エリア内であれば、出発地及び目的地を予約により自由に設定できるため、利用者

のニーズに応じて様々な用途に利用されることが、想定されます。 

③利用者の意向に即した予約乗車 

各方面ほぼ１時間に１便（中心市街地は各方面ごとに１便、計１便）を確保し、利用し

たい時間帯を選んで予約できるため、それぞれのライフスタイルに合わせた利用が可能で

す。特に、休日運行を開始したことで、市民の社会参画と地域住民の活発な交流の促進が

期待されます。 

■利用者数の推移 

・平成 25 年度に日曜・祝日運行を開始した影響で１日の平均利用者数は減っているものの、

平成 21 年度の運行開始以来、徐々に利用者が増えている。 

 
資料：胎内市調べ 
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利便性の高い運行サービスを提供することで、利用者の増加が期待されています。利便性の高い運行サービスを提供することで、利用者の増加が期待されています。利便性の高い運行サービスを提供することで、利用者の増加が期待されています。利便性の高い運行サービスを提供することで、利用者の増加が期待されています。 


